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矢部川と千間土居 ③ 

   

重
粒
子
線
が
ん
治
療 

　
新
幹
線
「
新
鳥
栖
駅
」
前

に
新
名
所
が
出
来
た
。
「
九

州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療

セ
ン
タ
ー
」
（
サ
ガ
・
ハ
イ

マ
ッ
ト
）
で
あ
る
。
こ
の
種

の
施
設
は
今
ま
で
日
本
で
３

ヶ
所
あ
り
、
が
ん
治
療
に
成

果
を
収
め
て
き
た
。 

　
今
回
鳥
栖
市
に
開
設
さ
れ

た
こ
と
は
、
当
圏
域
の
が
ん

治
療
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。 

　
平
均
寿
命
の
延
び
に
伴
い
、

が
ん
は
急
速
に
増
え
た
。
死

亡
率
も
凡
そ
３
人
に
１
人
と

い
う
恐
ろ
し
い
疾
患
で
あ
る
。

し
か
も
従
来
行
わ
れ
て
き
た

早
期
発
見
に
よ
り
手
術
、
放

射
線
治
療
、
制
癌
剤
と
一
定

の
治
療
方
針
が
必
ず
し
も
万

全
と
は
言
え
ず
、
特
に
副
作

用
が
患
者
さ
ん
の
生
命
を
も

脅
か
す
ケ
ー
ス
が
多
く
聞
か

れ
て
い
る
。 

　
メ
ン
タ
ル
の
面
で
も
殆
ど

「
死
の
宣
告
」
を
受
け
る
に

等
し
く
、
本
人
は
勿
論
、
家

族
も
余
命
３
ヶ
月
に
怯
え
て

き
た
。 

　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
は
放

射
線
治
療
の
１
つ
で
あ
る
が
、

従
来
行
わ
れ
て
来
た
放
射
線

治
療
と
は
違
い
、
が
ん
病
巣

に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
照
射
出

来
、
周
囲
の
正
常
細
胞
を
損

傷
し
な
い
利
点
が
あ
る
。
そ

の
上
１
回
の
照
射
時
間
も
短

く
日
帰
り
治
療
も
可
能
と
聞

く
と
従
来
の
治
療
と
比
べ
昔

日
の
感
じ
が
す
る
。 

　
特
に
脳
腫
瘍
や
肺
、
肝
臓
、

子
宮
、
前
立
腺
な
ど
発
生
頻

度
の
高
い
部
位
の
固
形
が
ん

や
切
除
不
能
な
骨
肉
腫
に
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
こ
の
よ
う
に
優
れ

た
治
療
も
先
進
医
療
で
あ
る

た
め
、
か
な
り
高
額
の
自
己

負
担
が
必
要
で
あ
り
、
今
の

処
は
簡
単
に
受
療
出
来
な
い
。 

　
今
後
、
公
的
医
療
保
険
の

適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
当
然
利
用
範
囲
は
広
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
生

き
し
て
い
る
と
ま
だ
ま
だ
医

療
の
恩
恵
は
受
け
ら
れ
そ
う

だ
。 

林
　
榮
一 

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
） 
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今
は
誰
も
住
ま
ぬ
、
私
の

生
家
の
大
掃
除
を
し
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
天
袋
か
ら
後

生
大
事
に
風
呂
敷
に
包
ま
れ

た
、
大
量
の
手
紙
が
出
て
き

た
。
見
覚
え
の
あ
る
筆
跡
、

心
覚
え
の
あ
る
思
い
出
、
「
あ

あ
、
や
ば
い
」
、
背
後
に
は

「
何
だ
そ
れ
は
」
と
夫
が
立

っ
て
い
る
。
今
か
ら
三
十
五

年
前
、
十
八
だ
っ
た
私
が
交

際
し
て
い
た
男
性
か
ら
の
、

百
通
に
及
ぶ
ま
さ
し
く
恋
文

だ
っ
た
。
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
は

呼
ば
な
い
。
高
鳴
る
胸
と
紅

潮
す
る
頬
を
直
隠
し
、
何
と

か
そ
の
場
を
取
り
繕
っ
て
そ

の
恋
文
の
束
は
、
燃
え
る
ゴ

ミ
専
用
の
袋
へ
。
思
い
が
け

な
い
青
春
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
が
恥
ず
か
し
く
、
ま
た

嬉
し
か
っ
た
。 

　
歌
人
尾
崎
左
永
子
の
著
書

に
『
源
氏
の
恋
文
』
が
あ
る
。

千
年
を
経
た
現
代
に
大
切
に

読
み
継
が
れ
て
い
る
『
源
氏

物
語
』
。
そ
の
中
に
あ
る
多

く
の
恋
文
に
焦
点
を
当
て
、

雅
び
の
凝
縮
さ
れ
た
世
界
が

広
が
っ
て
い
る
。
「
あ
り
や

な
し
や
」
と
い
う
、
人
の
安

否
や
消
息
を
問
う
こ
と
の
儘

な
ら
な
か
っ
た
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
綴
る
言
葉
も
恋
文
も

大
切
に
さ
れ
た
。 

　
家
族
全
員
が
携
帯
電
話
を

持
ち
、
電
子
メ
ー
ル
の
飛
び

交
う
現
代
。
わ
が
家
の
固
定

電
話
も
滅
多
に
鳴
る
こ
と
は

な
い
。
例
え
ば
恋
人
同
志
の

別
れ
話
に
し
て
も
、
電
話
一

本
、
メ
ー
ル
ひ
と
つ
で
済
む

と
い
う
。
千
年
前
と
今
、
果

た
し
て
ど
ち
ら
が
豊
か
な
世

界
だ
ろ
う
。
夫
と
結
婚
す
る

前
の
三
年
間
、
交
換
日
記
を

し
て
い
た
。
ア
ナ
ロ
グ
な
ふ

た
り
の
世
界
、
次
に
会
う
ま

で
の
時
間
の
余
白
が
、
愛
を

育
ん
だ
。 

蓉
子 

　
私
が
絵
画
を
始
め
た
出
合
い
は
、

お
り
な
す
八
女
で
開
催
さ
れ
て
い

た
、
文
化
祭
の
作
品
展
を
家
族
と

一
緒
に
見
に
出
か
け
た
時
の
事
で

し
た
。
特
に
絵
画
の
展
示
を
見
て
、

自
分
も
絵
を
描
い
て
見
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
家
族
の
後
押
し
も

あ
り
、
思
い
き
っ
て
絵
画
教
室
へ

の
入
会
を
申
し
込
み
、
早
く
も
二

年
余
り
た
ち
ま
し
た
。
初
心
者
の

私
を
、
田
代
喜
玖
生
先
生
か
ら
丁

寧
に
基
礎
か
ら
の
ご
指
導
を
頂
き
、

又
諸
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

聞
き
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
「
イ
ロ
ハ
」
の
イ
ロ
を
勉
強

の
途
中
で
、
早
く
「
ニ
ホ
ヘ
ト
」

と
進
ん
で
行
け
た
ら
良
い
な
あ
と

思
っ
て
い
る
所
で
す
。
未
熟
で
す

が
こ
の
絵
は
日
田
方
面
に
小
旅
行

し
た
時
、
三
隈
川
の
ほ
と
り
を
描

い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
余
暇

を
楽
し
み
な
が
ら
、
絵
画
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

八女市本村 

牛島　　厚 

gallery
街かど 

健
康
万
歳
　
② 

輝く 

　
気
が
付
け
ば
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
た
ぐ

り
寄
せ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
ゆ
っ
く
り

流
れ
る
山
な
み
を
見
て
い
た
。
路
面
か

ら
の
入
力
と
エ
ン
ジ
ン
の
鼓
動
を
体
で

感
じ
な
が
ら
ア
ク
セ
ル
を
握
っ
て
い
る
。

つ
づ
ら
折
り
の
峠
道
を
膝
小
僧
を
路
面

に
す
り
な
が
ら
「
ス
ピ
ー
ド
に
魅
せ
ら

れ
走
り
抜
け
る
。
そ
の
時
、
一
陣
の
風

と
な
る
…
」
そ
ん
な
無
茶
な
時
期
も
あ

っ
た
。 

　
大
型
自
二
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
り
、

Ｈ
Ｄ
を
購
入
し
た
。
Ｈ
Ｄ
の
開
放
的
で

自
由
な
姿
に
憧
れ
、
九
州
各
地
で
行
わ

れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
よ
く
行
っ
た
。

日
本
全
国
か
ら
鉄
馬
Ｈ
Ｄ
に
、
跨
り
や

っ
て
来
る
同
志
達
と
リ
ア
ル
な
時
間
を

共
有
。 

　
ツ
ー
リ
ン
グ
は
世
代
・
年
齢
の
垣
根

を
越
え
て
楽
し
め
る
趣
味
で
あ
り
、
40

以
上
も
年
の
離
れ
た
老
騎
た
ち
と
走
っ

た
。
「
上
手
な
ラ
イ
ダ
ー
は
、
ス
ピ
ー

ド
で
は
な
く
無
事
故
で
走
り
続
け
ら
れ

る
人
だ
よ
」
と
は
、
老
騎
た
ち
の
言
葉
。

長
年
走
り
続
け
る
と
地
元
の
エ
ン
ス
ー

ジ
ア
ス
ト
達
と
も
交
流
が
で
き
る
。
Ｖ

ツ
イ
ン
サ
ウ
ン
ド
を
轟
か
せ
隊
列
を
組

み
、
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
。
俗
に
い

う
「
制
服
組
」
の
メ
ン
バ
ー
と
の
走
行

会
。
バ
イ
ク
イ
コ
ー
ル
不
良
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
健
全
な
趣
味
と
し

て
認
知
さ
れ
て
き
た
。
制
服
組
の
先
輩

た
ち
の
努
力
の
賜
物
だ
。 

　
結
婚
し
、
子
供
を
授
か
り
、
バ
イ
ク

に
乗
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
家
族
と
の
ド
ラ
イ
ブ
で
ハ
ン
ド
ル
の

向
く
方
向
は
、
バ
イ
ク
で
走
っ
た
道
が

多
い
。
将
来
ま
た
本
格
的
に
乗
る
時
が

来
た
ら
、
そ
の
時
は
入
道
雲
の
下
で
会

お
う
。 

鶴
　
貴
朗 

（
八
女
市
本
町
） 

今なお健在 先人が築き上げた矢部川の千間土居 

　この千間土居は築堤後318年経過した今でも当時の面影を残すのみか、昨年の筑後地
域を襲った未曽有の大水害でも決壊しないで見事に治水の役割を果たし、先人の知恵
と突貫工事に当たった人々の苦労が強く忍ばれた出来事でもあった。 
　なお、筑後地域は竹との関係が深く、例えばタケノコ生産日本一位の中心地、提灯
生産量は岐阜県、愛知県と並ぶ三大生産地、世界でも八女にだけ分布するカシロタケ（雪
駄・馬連の材料）など多様な産業や竹種が見られるなど竹との関わりが深い。護岸工
事に竹を植栽したのも竹に対する知識が豊富であったと想像される。ちなみに竹林内
の地下茎は網目状に広がり、1反（10a）当たりの総延長はモウソウチク林で約2,500
～11,000m、マダケ林では6,300～18,000m、更に小径竹のハチク林では14,000～
18,000m、笹類に至っては47,000～57,000mとも言われ、これが堤防を強靭に保護し、
“地震の時は竹藪に逃げよ”とも言われ、また、
竹は一度植栽すれば補植しなくても新たな竹を
発生させるので永久的に生育する特性を持って
いる。上木として植栽されているクスノキは、
八女地方の温暖気候に合致し長寿命の特性を持
っていることなど先人の知恵が木と竹による二
段林の土手を築きあげた事に感心させられる。 
野中　重之（広川町） 
参考文献　①矢部川の歴史/辻本喜続/1992②河川文化を

語る15　吹春　茂/2001③全国竹の大会/青木輝洋/1978
地下茎でネット状に張り巡らされた地中内 

　　　　　　ヤンマー建機杯第17回矢部川交流軟式野球大会はみ

　　　　　やま、柳川、八女、筑後四市立中学校野球部26チーム

が参加して開催されました。各チームの選手は日ごろの練習の成果

を存分に発揮し好ゲームの連続でした。試合結果は優勝高田中学校（み

やま市）準優勝

八女学院中学校

（八女市）でし

た。全力で戦っ

てくれた全選手

の皆さん、大会

開催にご尽力賜

りました関係各

位に心より御礼

申し上げます。 

　大会委員長 

　　木本　文明 

ご協力ありがとうございました 

ひ
た 


